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また，Taylor, Condry, & Cahi(2017)は，医療系の大学生に対し 60 分の講

























                        
Ⅱ 方法 
１ 調査対象者 
A 大学教育学部で 1 学期 1.2 限に開講されている「教育心理学概説」を履修
している A 大学教育学部学校教育教員養成課程の学生 116 名，養護教諭養成課




A 大学教育学部で 1 学期 1.2 限に開講されている「教育心理学概説」におい
て 2019 年に性的マイノリティに関する授業を行った。授業の内容は表 1.1 の
通りである。 
 
表 1.1 授業の内容 
1.前回の授業の振り返り(10 分) 
2.導入：グループワーク「ワードウルフ」(15 分) 
3.講義：セクション 1「人間の性とは何か」(25 分) 
セクション 2「LGBT とは何か」(30 分) 


































































































表 1.3 講義「人間の性とは何か」の教育目的と活動内容  






































































の変化を捉えるため，授業前後で質問紙調査を実施した。事前調査は 5 月 29 日
に実施し，事後調査は 6 月 5 日の性的マイノリティに関する授業終了後に実施
した。質問紙調査は Google フォーム上で行った。事前調査の質問紙内容は，
(1)フェイスシート(イニシャルと誕生日からなるニックネーム)，(2)性的マイ
ノリティに関する知識を問う問題 19 問(L，G，B，T，Q それぞれが表す単語と
その意味(計 10 問)，性的マイノリティに関する正誤問題(計 9 問))，(3)それぞ
れの問題に対する正答確信度(「自信がある」～「自信がない」の 4 件法)，(4)












ある。また A さんは男性が好きである。このとき A さんはゲイである」の 3 問
である。また，事後調査の質問紙内容は事前調査と同一のものであり，(2)性的
マイノリティに関する知識を問う問題 19 問のうち，性的マイノリティに関す
る正誤問題(計 9 問)の順番を入れ替えた。 
 











MtF とはからだの性が男性でこころの性が女性のひとのことを示す 〇 
同性愛は治療することが可能である × 
一度でも同性を好きになれば同性愛者である × 
A さんはからだの性は男性で，こころの性は女性である。また A さん








































































事前調査への回答者は 132 名であった。そのうち欠損値を含む 1 名の回答を















である」(rpo=-.339, p <.01)，「MtF とはからだの性が男性でこころの性が女性
のひとのことを示す」(rpo=-.432, p <.01)，「同性愛は治療することが可能で

























愛者受容感尺度得点の平均と標準偏差及び対応のある t 検定の結果を示す。 
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The Effects of Taking a Class on Knowledge about Sexual and Gender Minorities and 
Homophobia 
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The purpose of this study is to clarify the effects of taking a class on knowledge 
about sexual and gender minorities, confidence in one's own knowledge, and levels 
of homophobia. We measured the amount of knowledge students had about sexual and 
gender minorities, students’ confidence in answering the questionnaires correctly, 
and their levels of homophobia. The results showed that taking a class about sexual 
and gender minorities significantly increased the amount of knowledge students had 
about sexual and gender minorities and decreased their homophobia. However, the 
effect size in the level of homophobia was very small. As for the students’ 
confidence of their correct answers, before the class, those who had incorrect 
knowledge about sexual and gender minorities were more confident in their knowledge, 
but after the class, those who had correct knowledge were more confident in their 
knowledge, a positive correlation. Based on these results, it is necessary to find 
an effective way to decrease homophobia. 
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